
　
積
雪
時
に
は
除
雪
作
業
を
行

な
い
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪

作
業
を
行
な
え
る
よ
う
、
次
の

と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
積
雪
時
の
路
上
駐
車
及
び
木

の
伐
採
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
路
上
に
車
を
駐
車
さ
れ
た
り
、

道
路
に
木
が
倒
れ
た
り
し
て
い

ま
す
と
、
除
雪
作
業
が
で
き
な

く
な
り
、
交
通
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
門
前
の
雪
の
除
雪
を
各
戸
で

お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
門
前
に

雪
が
た
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
各
戸
に
お
い
て
除
雪
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

︻
問
合
わ
せ
先
︼

　
地
域
整
備
課
　
建
設
室

　
☎
６
８
︱
５
５
３
９

　
伯
耆
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

現
在
、
被
保
険
者
が
出
産
さ
れ

た
場
合
、
出
産
育
児
一
時
金
︵

35
万
円
︶
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
か
ら
、
出
産
に
伴
い

支
給
さ
れ
ま
す
出
産
育
児
一

時
金
の
受
取
代
理
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、

出
産
時
に
現
金
を
一
時
的
に

用
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
制
度
で
は
、

出
産
に
か
か
っ
た
費
用
を
直

接
病
院
等
に
支
払
う
も
の
で

す
の
で
、
出
産
時
に
用
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
金
を

低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
出
産
に
か
か
っ
た
費

用
が
一
時
金
の
額
に
満
た
な

い
場
合
は
、
差
額
を
世
帯
主

に
お
支
払
し
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
保
険
者
︵
政

府
管
掌
社
会
保
険
・
健
康
保

険
組
合
等
︶
で
も
、
同
様
な

制
度
が
出
来
て
お
り
ま
す
の
で
、

出
産
さ
れ
る
方
が
現
在
加
入

し
て
い
る
保
険
者
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

︻
問
合
わ
せ
先
︼

　
総
合
福
祉
課



健
康
増
進
室

　
☎
６
８
︱
５
５
３
６

　
米
子
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

次
の
日
程
で
保
険
料
納
付
に

つ
い
て
の
時
間
外
年
金
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
平
日
い
そ

が
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い

方
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
12
月
９
日
︵
土
︶
、
10
日
︵
日
︶

　
⋯
８
時
30
分
〜
16
時

＊
12
月
の
毎
週
月
曜
日
、
12

　
月
26
日
︵
火
︶
、
27
日
︵
水
︶

　
⋯
８
時
30
分
〜
19
時

︻
問
合
わ
せ
先
︼

　
米
子
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
３
４
︱
６
１
１
１

　
給
与
・
賞
与
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
納
付
期
限
は
次
の

と
お
り
で
す
。

︻
毎
月
納
付
の
方
︼

　
平
成
18
年
12
月
支
給
分

　
納
付
期
限

　
　
平
成
19
年
１
月
10
日
︵
水
︶

︻
納
期
特
例
の
方
︼

　
平
成
18
年
７
月
〜
12
月
支
給
分

　
納
付
期
限

　
　
平
成
19
年
１
月
10
日
︵
水
︶

︻
納
期
特
例
の
方
で
延
長
申

　
請
を
さ
れ
て
い
る
方
︼

　
平
成
18
年
７
月
〜
12
月
支
給
分

　
納
付
期
限

　
　
平
成
19
年
１
月
22
日
︵
月
︶

　
︵
平
成
18
年
12
月
31
日
現

在
に
お
い
て
源
泉
所
得
税
の

滞
納
が
な
い
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
︶

︵
注
︶
納
付
す
べ
き
税
額
が

な
い
場
合
で
も
、
給
与
等
の

支
払
が
あ
れ
ば
納
付
書
を
作

成
の
上
、
税
務
署
へ
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
﹁
い
の
ち
の
電
話
﹂
は
、
様
々

な
悩
み
に
苦
し
む
方
々
か
ら

の
電
話
を
24
時
間
体
制
で
受

け
付
け
、
相
談
に
当
た
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
更

に
多
数
の
方
々
か
ら
の
相
談

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
次
の

と
お
り
﹁
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
﹂

に
よ
る
電
話
相
談
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

１
　
実
施
期
間

　
平
成
18
年
12
月
１
日
︵
金
︶

　
〜
12
月
７
日
︵
木
︶

２
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
番
号

　
０
１
２
０
︱
７
３
８
︱
５
５
６

︵
通
常
、
相
談
者
負
担
の
通

話
料
金
が
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

に
よ
り
上
記
期
間
中
は
無
料
︶

　
伯
耆
町
鬼
の
館
で
は
一
人

で
も
多
く
の
皆
様
に
ご
来
館

い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
地
域

の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
学
校
・

保
育
所
の
生
徒
・
園
児
の
皆

さ
ん
又
、
一
般
の
方
の
作
品

を
そ
の
都
度
、
館
内
に
展
示

し
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
か

ら
の
作
品
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
鬼
の

館
︵
電
話
６
３
︱
０
９
８
７
︶

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
鳥
取
県
警
察
に
よ
る
第
６

回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

︻
日
時
︼

　
平
成
18
年
12
月
２
日
︵
土
︶

　
13
時
開
場
、
14
時
開
演

︻
場
所
︼

　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

︻
内
容
︼
鳥
取
県
警
察
音
楽

隊
や
米
子
市
少
年
少
女
合
唱

団
に
よ
る
演
奏

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
最

寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐

在
所
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

︻
問
合
わ
せ
先
︼

　
鳥
取
県
警
察
音
楽
隊
　

　
☎
０
８
５
７
︱
２
３
︱
０
１
１
０
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除
雪
作
業
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

出
産
育
児
一
時
金
受
取
代
理

　
　
　
　
　


制
度
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
か
ら

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

給
与
の
源
泉
所
得
税
の

納
付
期
限
を
忘
れ
ず
に
！

伯
耆
町
鬼
の
館
　

展
示
作
品
の
募
集
に
つ
い
て

第
６
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る﹁
自

殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
﹂の
電

話
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　
　
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の

　
人
権
意
識

　
　
︱
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が





　
え
の
な
い
命
を
大
切
に
︱

　
国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

を
記
念
し
て
十
二
月
十
日
を
﹁
人

権
デ
ー︵H

u
m
a
n

R
ig
h
ts
D

a
y

︶﹂

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
世
界
人
権
宣
言
は
、
人
権
お
よ

び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め

に
、
﹁
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て

の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
﹂
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
り
、

人
権
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
地

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

︵
基
調
事
項
︶

○


女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○


子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○


高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

　


て
よ
う

○


障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

　


平
等
を
実
現
し
よ
う

○


部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○


外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○


Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

　


患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

　


そ
う

○


刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

　

す
る
偏
見
を
無
く
そ
う

○

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

　


権
に
配
慮
し
よ
う

○


イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

　


人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

○


北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

　


問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

　


う

○


性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

　


差
別
を
な
く
そ
う

　
す
べ
て
の
人
々
が
豊
か
な
人
間

関
係
の
中
で
暮
ら
せ
る
状
態
を
築

き
、
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　国では本年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する

法律」が施行され、毎年１２月１０日～１６日までを「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」

と定められました。

　鳥取県においても拉致の疑いが指摘される４人の方がおられます。

　身近な人が被害にあっているかもしれない事実を通して、広く人権侵害について考え

る機会にしてください。

【県内で拉致被害の疑いがある方】

　　松本　京子さん　（昭和52年10月21日以降不明　当時29歳）


　　古都　瑞子さん　（昭和52年11月14日以降不明　当時47歳　別名：洋子さん）


　　矢倉　富康さん　（昭和63年08月02日以降不明　当時36歳）


　　上田　英司さん　（昭和44年11月04日以降不明　当時20歳）


